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國部：企業存在の主目的は環境を守ることでなく利益

追求ですが、 経済活動をする主休の中に環境という要

素を盛り込まない限り「環境経常」とはいえませんな企業

の経済活動を測定し評価しているのは会計システムなの

で、 瑛度と会計を連携させることで「瑛境経常」を促進で

きるのではないか、 というのがもともとの研究動機ですこ

サプライチェー ン内部で話し合って

隠れていたムダを削減
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環境経営の意思決定を
サポー トする環境会計
—ーグリ ー ンサプライチェ ー ンとMFCAから統合報告まで

開き手；黒岩進！情·般社団法人殺笈J応応競t協会<!/務理1,,

環境と会計を連携させて

「環境経営」を促進する

黒岩：今回の妍春インタピュ ー では、会計を媒介に

環境と経営を結びつけるという分野で先躯的な業績を

残され、 またMFCAベテリア応） o-コ人卜会社）のISO化で

中心的役割を果たされた神戸大学の歴部克彦先生を

お迎えして、 環境経営について語っていただきたいと思

いますc

最初におllflきしたいのは、環境経営というコンセプト

についてです心

国部：「環境経営」は日本生まれの言菜です，これは

英語にするとエンパイロメントマネジメントになりますウとこ

ろが、 この英語を日本語に訳すと「環境管理jになってし

まい「環境経営jとはかなりイメ ー ジが異なってしまいます。

一方、「環境管理Jは英語でエンバイロメントマネジメント

システムrEMSlとなり、 ISO 14001などを指しますs

「環境経営jは、2000年頃から日本介業で使用され

はじめ、 工場や現場レベルよりももっと広い慈昧を持って

います。つまり、 環境経営というば業は、 日本では企業

のトップマネジメントが「環境に対して全社的に取り組ん

でいく」という形で普及してきました3

黒岩：では、 企業におけるぢ苔境経常Jの意義はどの

ようなものなのでしょうか？

國部：実際「環境経営」といっても掛げ声だけでは、

本当にやっているかどうかわかりません心「環境管理」で

あれは現場における省資源・省エネ、 廃梨物を減凰

する、 有害化学物質を削滅する、 CO,を削減する、 と

いった具体的目擦に向かってEMSを活用できますむ

方、 「環境経営」では、 企業全体の中で目標を設定し

環境戦略の中に取り入れることが必要ですさ環境管理

レペ｝辺とは異なる対応が必要になります。

黒岩：経常学や会計学の分野で環境に将目するとい

うのは比較的祈しい試みと思われますが殴部先生は

どういった契横で環境経営や環Jft.会計に取り組まれた

り）でしょうかs

黒岩：少し具体的になりますが 、 荻様経営において

社内のみならず、原材料納入者｀ 外注，協力会社、

物流関連なども注目されつつあります。こういったサプラ

イチニ ーン全体をじっくり俯鰍すると、 付加価値がどこで

発生しどこでムダが生じているかが判明するといわれて

いますが 、 サプライチェーンの中で実際のロス削減の成

功事例をご教示いただきたいと存じます令

國部：サプライチェ ーンに関してはいろいろな事例が

あります＾産業環境管理協会が経済産業省から語け

負ったサプライチェーンをペースとした省資源市例などに

も成功例がありますc

プラスチックのロー ル材をつくる中小企業と、 それを原

材料にして製造加工をする大企業の例で説明しますc

ロー）レ材の長さがたとえば800mでスベJクが決まってい

るとします。そのサプライヤ ーは800mで納入するので

すが、そこは数十人しかいない工場で、 技術的な限界

もあり、どうしても最後の製品は600mとか500mの短尺

になってしまいますeそうなるとスペックの標準は800m

だから 、 短尺は全部ダメだと思ってもう一度最初からつく

り直すわけですeつく打直すというのはそれだけロスです

が、両者が会って話をすると、パイヤ ーのほうは800m

でも600mでも、その長さの割合で値段に反映してくれ

たら、 あとは機械にかけるだけだから短いものも含めて

買いますよということで、それだけロスが削減できたわけ

です3 これはサプライチニーン内部で話し合うことでロス

を削減できた事例ですe

行き過ぎた品質、 オーバースペック

（過剃品質）にも原因

黒岩：買い手にとって支障がないレペルなのに過剰ス

ペックによるロスか生しるのは意外でしたもムダが生じる

原因はどこにあるのでしょうか？

國部：これもサブライチごー ンのケ ースですが、 中小

企業で特に大きいのはオー バースペック滋糾品訂問題で

品質は日本の説争力の源泉ともいわれることもあり

ます。ところが過剰品質は別問題です。たとえば、製

品外側の見えるところに俗があってはいけませんが 、 裏

側にわずかなスクラ汗協があるとか、 外から見えない

喉の内側のパイプに色のムラがあっても機能や性能には

彩特がありません。そういうオ ーパー スペ］クを一つひと

つ洗い出していくと 、 かなり過剥品質の要求によって出
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図1 /MFCAの概要と実用例

●裂造プロセスにおいて悦究物に係るマテリアルコスト，システムコスト、エネル
ギーコスト、 廃菓物処理コストを物呈屯泣と金額単位で測定するシステムさ
ー副産唸排出物の正確な原価を笈定魯

●環境管理会計（企英の内郎管理に特化した環境会計）の主要手法．
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ているロスというのがわかります。バイヤーとサブライヤ ー

双方の合意ができればある程度のものは購人して利用

する、 となればロスは減るしコスト改善できますc

黒岩：常にパランスが大切ということですねc

國部：そうです。ただし、 過剰品質の改善に関して

は賛否両論がある話ですけれども。サプライチェ ーンで

は 、 パワ ー パランスが買い手のバイヤ ー 側に傾いていま

す。環接面などについて第三者が入って、 全体の調整

を行うというのも有益だと思います。

廃菓物発生はサプライチェー ンの
原材料、仕様書、納期などが原因

黒岩：環境会社をサブライチェ ーン全体に展開すると

いうのは、 トップマネジメントが経営全体の判断として進

めていけるか、 ということにかかっているということでしょ

うか。

國部：サプライチェーンヘの展開ではトソプマネジメン

トの理解と支援が必要です。MFCAというのは一つの
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企業でやるよりも、 たくさんの企業でやったほうが絶対に

効果のある方法なのです。なぜかというと、 ある会社で

出ている廃棄物の原因は、 自社でない場合が多いです

から。買ってくる材料が廃棄物発生の原因であったり、

仕様書が原因であったり、 納期の関係であることもあり

ます。サプライチェーン単位まで管理を拡張していくとい

うことが、 とても煎要になると思います◊

黒岩：最近はサプライチェーンが、 アジア全体、 世界

全体に広がりつつあります。そういうグロ ーパル化の中

で、 どういう環境対応をしていくかというところを、 最近

のご研究では取り上げられているようですが…"o

國部：環境経営やCSRの世界では、 国際的な動きと

してサプライチェーン、 バリューチェーンの方向に完全に

舵を切ってどんどん加速しています。

環境経営に関するサプライチェ ーンについては、 比

較的進んでいるのはLCAのIll:界です。ご承知のように

カ ー ポンフットプリント、 GHGプロト コル、 SCOPE3など

が注目されています。企業でもウォルマートがサプライ

チェーンでの環境負荷低減をやっているように、 サプライ

チェーンに対するI王）］が世界的にも非常に強くなりつつ

あります。

しかしながら、 サプライチェーンで環境対応するにして

も、 お互いにコストダウンして双力の利益を上げて行こう

という仕組みがありません。 co,を測定するだけ、 CO,

を減らすだけということで、 一方的に環境負荷削減を要

求してしまうという形になりますから、 WIN-WINのような

関係にはなりにくい。そのときに、 MFCAなど塙境管理

会けの手法を，if-入して、 コスト削減と連携させてWIN

WINの1関係にしていく}j向性というのは、 とても重要な

ことだと思うわけです 2

アジアの競争俊位を
獲得するための環境経営

黒岩：WIN-WIN関係の構築について、 現在どこま

で対応が進んでいますか？

國部：グロー バルな規制強化の動きがあるため布古

化学物質の面ではかなり進んでいると思います。一方、

低炭素型のサプライチェーン構築に向けた動きに関して

は 、 日本でもまだあまり進んでいないというのが我々のア

ンケ ート調査からみえてきます。

そういう状況の下で 、 低炭索化サプライチェーンのた

めの先鞭を日本がつけることが非常に重要です。さらに

いうと 、 ここで日本企業が先鞭をつけることで 、 El本の

国際並争）Jをア1プさせるような政策を日本政府は取ら

なければしヽけない、 ということをヒ張したし、と思、し·，ます。

私達は1中国のサプライヤー調査も毎年行っていますし、

日本のサプライヤ ー瀾在もかなり進めてきました。低炭

素化に関しては、 日本の製造業のほうが中国よりも1関心

も強いし、 技術）Jも能力も高いです。しかし低炭索化

の技術をサプライヤ ーがたくさん持っていても、 パイヤー

が買わなければどうしようもない。

黒岩：企業側からのご意見はいかがでしょうか。

國部：メーカ ーから環境に対する要請、低炭素化の

依頼も強いので、 それで頑張ってやっても、 来期の受

注につながらなかったら困る、 というのが企業の本音で

はないでしょうか。なぜ両者が一致していないかというと、

低炭素型サプライチニーンからつくったものが売れるとい

う保証がないからです。

黒岩：そのためには、 政策が必要ということでしょうかc

國部：低炭素型サプライチェ ーンからつくったものが

売れるようになれば、 今度は日本の中小・中堅の製造

業が大手企業の指導を受けて梢極的に環境への取り

組みができると思いますっ

日本は環境技術面で巡んでいるから競争力もあります。

大きなグランドデザインを政府の政策でつくって受入状況

を整備してもらえたらいいですね。サプライチェーンでの

資源生産性指標を開発して、 それを促進・奨励してい

く政策が重要であると思います。

環境経営に役立つMFCA

黒岩：MFCi\に詳しくない説者もいらっしゃるので 、

恐縮ですが、 製品ライフサイクルコストやマテリアルフ

ローのコストを計籾するという考え方を具体的な例でご

説明いただけないでしょうか，

國部：身近な冷蔵廂を例に説明します5 冷蔵Jillのエ

ネルギー効率を上げ、 霞力消校の少ないものを1開発しよ

うとすると、 通常の冷蔵庫よりもコスト単価はどうしても高

くなりますっ 「1個あたり」の小売価格も閥くなるから売りに

くいため 、 将通は製品開発を決定しにくいということにな

ります。ところが、 その冷蔵廂をIO年使うと考えたら、

購入者が10年間で支払うトー タルの費用はかなり安くな

る。これだと 、 エネルギー効率の良い冷蔵叩を意思決

定して遥んでいくことの臨味があります。これは将通の

コ スト算定期間を延ばして、 製品のライフサイクル全体

のコストを計算していくことによって、 環境の要素を意思

決定に取り込んでいけるという・一つの例です。

ーカ、 MFCAでは今まで1発策物やロスとしていたも

0)をコスト評価することで、 経営の意思決定の中に取り

人れることによって削減効果をみえるようにする、 可視化

させるということですc

黒岩：いま話された「経営笠理手法に環境の要素を

取り入れていく」ということなのですが、 日本企業および

日本の産業界の現在の取り組みについてはどうお考えで

しょうか。

國部：基本的に、 日本企業は環境を配慮してピジネ

スをやろうとはしています。しかしながら、 私が20年ぐら

いフィ ールド研究をやってきて思うことなのですが、 配慮

している度合いがかなり限定されています。ライフサイク

ル コ ストにしても、 マテリアルフロー コスト会計にしても、

環境と企業利益の両者がWIN-WINにならないと全面

的に殷間しない、 という傾向があります。

一方、本当に環境に対応するためには、 必ずしも

WIN-WINにならないものをどうするのか、 ということが

非常に重要ですさ たとえば全体の低炭素化を進めるた

めに設備更新をする。その設備更新をすることによる効

率や性能アップというのがそれほどなかったときには、 そ

れをわざわざいましなくてもいいのではないか、 という考

えになりがちです。つまり、経済的な利益に反映される

というところはなんとかやろうとして環境配慮はするけども、

経済的メリットに反映されないところは、 法規制がなけれ

ばなかなか進まないというのが現状だと思いますc

黒岩：MFCAについてもそうなのですが、 l•印境会計

についての企業の取り組みというのは、 先生の目からみ

てどのようなものでしょう。

國部：環境会計の大きな流れの中で、 二つの流れが

あると思います。一つはMFCAやライフサイクルコスティ

ングのように、 企業の中のオペレー ショナルなレペルで棗

境と経済をWIN-WINにさせる方法で、 こちらはある程

度は晋及しつつあります心 しかし、 それでも限界があっ

て、 例えば、環境に悪い製品でもたくさん売れるものが

あれば、 別に環境に配慮して コ ストを削減しなくても、
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するのが難しかったということもあるかもしれませんねe

国部：会計制度に言及されましたか、 環境経醤にお

いては、 通常の財務会計制度の中にサステナピリテイ関

係の情報を入れていかなければいけないと思います。

ヨー ロソパでもアメリカでもそういう動きはあるのですが 、

H本は法制度の面ではほとんど進んでいません込
ヨー ロッパですと統合報告を推進するIIRC、 アメリカ

な らサステナピリティ ・ アカウンテ｛ング・スタンダー ドヽ

ポー ドというのがあり、 このような動向を促進しています。

アニニアルレポー トの中に、 そういうサステナビリテ・｛関係

の情報を入れて公開していくというのが世界のトレンドに

なったときに 、 いまのEl本の現状はそれに比べて非常に

遅れる可能性があります。

環檄と戦略の関係を

開示することが重要

黒岩：統合報告苫を開示する仕組みについて日本は

桔極的な取り組みが余りみられないように思います，' し

かし日本企業が埼境関係に熱心じゃないのかといえば

決してそんなことはないわけですがこ

國部：日本企菜の斑境情報1財示は、 欧米に比べて

巡んでいるところと遅れているところに大きくク｝かれます3

進んでいるところでは棗境に関する具体的な梢報1財示

に関してで、 この面では世界で一番進んでいると息いま

すぐ それは海外の関係者と話しても実惑できます，9

逆に、 環境戦略、 ストラテジーに環境をどう落とし込

んで開示していくかというのは、 欧米などに比ぺてかな

り劣っているといわれています令 つまり、 日本の環境報

告翡はデータがたくさんあり、 目標もたくさんあっていい

んですけれども、 それらが企菜全体の事業戦略とどう閃

わっていくのか、 またその環境の取り組みをずっと絵け

てやっていくつもりなのか、 全体的な傾向として長期的

な展望がみえにくいということですが 欧米の企業は報街

占でみる限り 、 その会社の企業埋念と閑境とを結びつ

けて、 それを:JI-業戦略に反映するなと、 ビジョンを明確

にしているところが多いですe

黒岩：欧米企案のほうが社会へのアピ-!り方法が上

手い面もあるのでしょうかン

国部：戦略性という意味ではたぷんそうだと思います'，

ヨー ロッパヘ行って感じるのは、 規制緩和、 自由化の代

俄としてCSRを引き受げるという意識ですも 政府の役割

が後退したときに、 社会の問題は誰が守るんた、 環境

の問題は誰が守；らんだということに対して企業が自立的

に貨任を果たしていくぺきというコンセンサスが、EUレ

ペルでは進んでいると思います，

日本は環境経常をやるやるといっていますけれども、

最終的には「これは政府がやることだ、 会社がやること

しゃない」というような考え方も存在します。もう少し突き

詰めていくと、 どこまでが環境に1関する政府の役割て、

どこから先が企業の役割という議論が、 まだ充分できて

いないと思います。

黒岩：おっしゃるとおり、 日本企業は生潅現楊や製

品の環境対応という点では世界でも先端を走っていますさ

他方、 IBMやウォルマー トのように枠組み自体を提案

するなど、 環境関係で自分たちがいかに進んでいるか、

それで世界にどう員献していくかというのを、 上手くアビー

ルして、 企業のイメ ー ジ、 企業価値を上げるような活動

については、 まだ消極的な企業が多い印象を受けます；

國部：その関係は私たちもずっと研究し続けてきてい

ますク 2010年ごろに環境経党イノペーションが進んでい

る会社4社をピックアップして調在しました，その4社とい

う のは、 パナソニック、 リコー
、 積水化学、 ダイキンエ

業でする

そのときに、 一つは、 閑境経営をやって日本で成功し

てきた会社は、 やはり社長の｝）が強いということそれ

から社長の在任期間が長い。 そういう人たちは喝然会

社の中もみますけれども、 会社の社会的存在應義、 ミッ

ションであるとか企業価値というものが会社にとって"番

前要であると認識して， それらと経笞を両立させて!Ji業

展開をしていますc 松下幸之助でも本田宗 一 郎でも、

剖業者というのはやはIJそこを考えて事菜展開をしてい

ますさ だからそういう社長たちは長く在任して、 ボ業と

絣に社会に対するミッションというものを考えていますc

欧米の社長も（玉任期間が比校的長いですよね↓

黒岩：経営者のリー ダー シップといったものだけではな

<, 本当は制度的枠組み、 さつき先生がいっておられな

「グリーンサプライチニーン」のようなものにインセンテイプ

を与えるような制度ができれば迎展すると息います。 長

期的な苓え方や社：会的な視点についても少しお話をお

間かせいただければと思います硲

國部： CSRやサスティナビリィの観点からすれば、 基

本的には「短期から長期」であり、 質本ベー スで行くと、

「財務資本から社会資木、 自然賓本に広げていく」とい

うように、 11:\'lillのスパンと対象のスパンを広げていくよう

な形で1環価値を考えるように、 経常者もコンセプトを変

えていく必要があると思います',

企業の社会的貨任辱iUの世界では、 csv,c,,,wng

SI叫砥店""·j這函位の例忍という概念が注目されていま

す。 これはビジネスを通じて社会的課姐も改善して社会

からみた価伯と企業側の価値を両立させることを視座に

骰く経営理念ですさ サプライチニ ーンでは、 ハ リュー を

シェアしないとクリエイションできませんし 環境は共有され

るべき重要な価値となるはずです。

経済の持続可能性のためにも

環境経営による長期スパンが必要

國部：それともう一つ、 いま日本の経済はアペノミクス

で少し回復しましたが、 まだまだ不安定です。 その理由

の 一つに、ill:界的な金融不安があります。 金腋不安と

いうのは、もちろん貨幣の問題もありますけれども、 あま

りにも短期の利益を追求しすぎて、 潜在リスクが過大に

なって、 突然クラッシュしてしまうような危険性です。ショー

トクーミズム（約期の利益追求）というのは、 経済的には危険

を伴いますから、 それを長期の視点に転換していく必要

があります。

その点、 環境とかサステナピリティというのはまさに持

統可能性ですから、 長期でないと意味がありません。 そ

れによって経済の 考え方とか方向性を変えていくことが

必要ですな そうすると、 企業の評価の仕方も、 短期的

な利益が上がっているからいいのではなく、 長期的な成

長性とか、 長期的な利益とか、 そういうような方向での

評価を中心にして、 そのような社会を構築すべきです心

先ほど申し上げたようなグリー ンサプライチェー ンの評

価とか、 あるいは統合報告苦のような手段をもっと拡充

させていくというような方向は、 この目的に合致している

てしょう。財務一辺倒になってしまうことは非常に危険で

すから、 それを解決する手段として、 やはり持続可能性、

サステナビリティと閃境を企業戦略の中に位骰づけること

が大事なことだと思いますさ

黒岩：そういう慈味からいきますと、 統合報告礼tのよ

うなものは日本の企業や政府がなんとしても先駆的に取

り組んでほしいということですねも

國部：もともと統合報告はそれが一つの目的ですから。

金癌中心のショー トター ミズムの足正ということで、 効果

を期待したいです心

黒岩：今回お話し いただいたグロ ー パルなサプライ

チェ ー ンの展開に伴うMFCAや環境会計の展開は、

棗境と経済の両立の面で重要な研究分野となってくると

思います3 本誌「環境

管理」連載のMFCA

ますが、 日本企業のサ

プライチェー ン全体をよ

り戦略的に環境配慮し

たものにしていくという

点に関して引き統きご

指遅いただきたいと

思っております。

本日はありがとうござ

いました。

化学物質管理に関する「無料相談窓口j

海外及び国内の化学物質管理法令やGHSへ

の対応、 海外への翰出時の問題等に関するご柑

談を受け付けさせていただくとともに、 さまざ

まな事例やご意見を募絡しております¢

また、 お知り合いに化学物質管理についてお

悩みの方がおられましたら 、 ぜひ本相談窓口を

ご紹介いただきたく、 ご協力をお顎い申し上げ

ますも
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1無料相談窓口へのアクセス方法

総合受付サイト ►►►

httpゾ/www.biz.je1m1i.or.jpべsm/

一般社団法人産業森）立箭埋協会のホームページ

にアクセス頂き下段中ほ

をクリックするか、検索エンジンより「化学物質

背理に関する無料よろず相淡窓口」とご検索下

さい； 上図が総合受付サイトになります3 ペー

ジ左0月の「ご記入はこちらから」よりご祖談をお

送りください令

國部克彦甜若 「実践マテリアル7
ローコスト会計!<殺烹悶塙符界協会兌lil

2連絡先

一般社団法人産業環境行理協会

化学物質管理情報センタ

誼話(03)5209-7705

｝且当：松岡(matsuoka⑱jemai.or.jp) 
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